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たまご2個分のごみ減量作戦を開始します
市の事務所一部が3月に移転します
市職員給与などの状況
●今回の折り込み「社協だより」
（はずしてお読みください）
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周南市
しゅうなんし

は新
あたら

しい市
し

ですが、この「周南
しゅうなん

」

という名
な

前
まえ

は、何十年
なんじゅうねん

も前
まえ

から全
ぜん

国
こく

的
てき

に

有
ゆう

名
めい

なことを知
し

っていますか。それは、

本
ほん

市
し

の瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

沿
ぞ

いを中心
ちゅうしん

にした工場
こうじょう

群
ぐん

が、日
に

本
ほん

でも指
ゆび

折
お

りの石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビ

ナート「周南
しゅうなん

コンビナート」として発
はっ

展
てん

し

てきたからです。

市
し

内
ない

の工場群
こうじょうぐん

で生
せい

産
さん

される製
せい

造
ぞう

品
ひん

の

出荷額
しゅっかがく

は、県
けん

内
ない

1位
い

、また、本
ほん

市
し

を中
ちゅう

心
しん

と

する徳
とく

山
やま

下
くだ

松
まつ

港
こう

（全
ぜん

国
こく

で23港
こう

しかない

特定重要港湾
とくていじゅうようこうわん

の一
ひと

つ）で取
と

り扱
あつ

われる

貨物量
かもつりょう

は、全
ぜん

国
こく

16位
い

です。

周南
しゅうなん

コンビナートの特徴
とくちょう

は、外
がい

国
こく

に負
ま

けない製
せい

品
ひん

を多
おお

く作
つく

り出
だ

せること、全
ぜん

国
こく

でも最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の自
じ

家
か

発
はつ

電
でん

能力
のうりょく

、いろいろ

な廃
はい

棄
き

物
ぶつ

をリサイクルすることができる

高
たか

い能力
のうりょく

と技術
ぎじゅつ

を持
も

っていることなどで

す。また、目
め

覚
ざ

ましい発
はっ

展
てん

を遂
と

げている

中
ちゅう

国
ごく

や東
とう

南
なん

アジア諸
しょ

国
こく

に、ほか

のコンビナートと比
くら

べて近
ちか

い優
ゆう

位
い

な位
い

置
ち

にあり、たくさんの製
せい

品
ひん

を、これらの国
くに

に輸
ゆ

出
しゅつ

してい

ます。

これから本
ほん

市
し

がさらに発
はっ

展
てん

し

ていくためには、この周南
しゅうなん

コンビ

ナートにがんばってもらわなけ

ればなりません。そのためには、

もっと国際競
こくさいきょう

争
そう

力
りょく

を高
たか

めるよう

に港
こう

湾
わん

施
し

設
せつ

（大
おお

きな船
ふね

が入
はい

れる

岸
がん

壁
ぺき

や道
どう

路
ろ

）を整
せい

備
び

したり、リサ

イクルを柱
はしら

とした新
あら

たな環境産業
かんきょうさんぎょう

を創
つく

り

出
だ

したり、また、市
し

内
ない

のみんなが安
あん

心
しん

して

生
せい

活
かつ

できるよう、家
か

庭
てい

から出
で

るごみや

事業所
じぎょうしょ

などから出
で

る産業
さんぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の

最終処分場
さいしゅうしょぶんじょう

を確
かく

保
ほ

したりすることが大
たい

切
せつ

です。

港
みなと

から発
はっ

展
てん

してきた本
ほん

市
し

は、これから

も港
みなと

を中心
ちゅうしん

に、まちの活
かっ

性
せい

化
か

を図
はか

るため、

国
くに

、県
けん

、市
し

が一
いっ

体
たい

になって港
こう

湾
わん

施
し

設
せつ

や埋
うめ

立
たて

事
じ

業
ぎょう

に取
と

り組
くん

んでいきます。

問
とい

合
あわ

せ／企画調整課
きかくちょうせいか

海
かい

面
めん

埋
うめ

立
たて

事業
じぎょう

推
すい

進
しん

室
しつ

10834―22―8204

※1は、2003年
ねん

実
じっ

績
せき

※2は、2002年
ねん

実
じっ

績
せき

●休日夜間急病診療所の案内など……………10834－22－0119

●熊毛地区休日当番医の案内…………………10833－92－0029

●消費生活相談…………………………………10834－22－8321

●子育ての悩み相談…徳山／10834－22－8553、新南陽／10834－

61－3091、熊毛／10833－92－0013、鹿野／10834－68－2332

●交通事故相談（周南警察署内）……………… 10834－32－4530

（周南西警察署内）…………… 10834－62－0110

●市民相談 ※生活上の悩み事など……………10834－22－8320

電話いんふぉめーしょん　表紙のことば

子どもたちが節分の豆をまく元気な声が、2月3日、鹿野保育園に

こだましました。園児たちは年齢ごとに、1本角や2本角が頭上にはえ

たカラフルな鬼の帽子を作って、この日

を楽しみに待ちました。「弱虫鬼や泣き

虫鬼を追い払うんだよ。」と先生が話す

節分の話や絵本の読み聞かせに耳を

傾け、さあ豆まきです。「鬼はー外」「福

はー内」。大雪の寒さも吹き飛びました。

市
し

では、産業基盤
さんぎょうきばん

の充実
じゅうじつ

した活
かっ

気
き

あふれるまちを築
きづ

くため、さまざま

な取
と

り組
くみ

みをしています。

今
こん

回
かい

は、産業
さんぎょう

がより発
はっ

展
てん

するよ

うに進
すす

めている港
こう

湾
わん

の整
せい

備
び

につい

て説
せつ

明
めい

します。

県事業で公共ふ頭の建設などと併せて進
められている開通間近の周南大橋

港み
な
と

の
整せ

い

備び

を
進す

す

め

産
業

さ
ん
ぎ
ょ
う

の
発は

っ

展て
ん

を
図は

か

り
ま
す

※1

※2



た
ま
ご
１
個
の
重
さ
は
約
50
〜
60
グ
ラ
ム
。皆
さ
ん
が
、

１
人
１
日
当
た
り
、た
ま
ご
２
個
分
の
ご
み
を
減
量
す
る

こ
と
で
、市
が
目
指
す
10
年
後
の
ご
み
の
削
減
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
う
し
た
、一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
、環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
12
月
に
周
南
市
ご
み
対
策
推
進
審
議
」
か
ら

「
周
南
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」の
答
申
が
あ

り
、平
成
17
年
か
ら
10
年
間
の
本
市
が
進
め
る
べ
き
施

策
の
方
向
と
、達
成
す
べ
き
目
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、来
年
度
か
ら「
世
界

に
誇
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
・
周
南
市
」
を
目
指
し
た
、

新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

●市民の皆さん1人1日当たり110N（たまご2
個分）以上、また、事業者全体では一日当たり
9t以上のごみ削減を目標にします。
●プラスチック製容器包装類やその他プラスチ
ック類の再資源化などにより、再資源化量を
平成26年度までに29,100t以上、リサイク
ル率を48％以上にします。
●埋立てなど、最終処分するごみの量
16,200t（推計値）を57％削減し、6,900t
以下にします。
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たまご2個分のごみ減量作戦
～平成26年までの目標～

ご
み
減
量
作
戦
を

開
始
し
ま
す

た
ま
ご
2
個
分
の

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
が
答
申
さ
れ
ま
し
た



小
さ
な
取
り
組
み
が

大
き
な
力
に

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
実
現
の
た

め
の
、基
本
的
な
考
え
方

q
リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
を
出
さ
な
い
）、リ
ユ
ー

ス（
再
利
用
す
る
）、リ
サ
イ
ク
ル（
ご
み
を

資
源
に
す
る
）の
３
Ｒ
を
推
進
し
ま
す
。

w
可
能
な
限
り
再
資
源
化
を
進
め
、環
境

に
や
さ
し
い
処
理
を
し
ま
す
。

e
市
民
と
事
業
者
、行
政
が
協
働
し
循
環

型
社
会
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

作
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
、ま
た
一
つ
ひ

と
つ
の
事
業
所
が
こ
の
３
つ
の
考
え
方
を
実

践
す
る
こ
と
で
、市
全
体
の
大
き
な
ご
み
の

減
量
化
、再
資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
内
の
ご
み
処
理
の
統
一

本
市
の
ご
み
処
理
は
、旧
２
市
２
町
の

地
域
ご
と
に
処
理
施
設
が
異
な
り
、分
別

方
式
、収
集
方
式
、収
集
運
搬
体
制
も
違

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
統
一
に
向
け
て
次

の
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

分
別
方
式
の
統
一

■
分
別
区
分
の
統
一

市
内
全
域
で
、５
種
11
分
別
に
統
一
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

q
燃
や
せ
る
ご
み
w
資
源
物（
古
紙
類
、布

類
、び
ん
類
、缶
類
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
）
e
燃
や
せ
な
い
ご
み
r
粗
大
ご
み
t

有
害
ご
み

■
指
定
ご
み
袋
の
統
一

燃
や
せ
な
い
ご
み
袋
は
平
成
17
年
度
、

資
源
ご
み
は
新
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
稼
動

時
に
併
せ
て
統
一
し
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご

み
袋
は
、資
源
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

再
利
用
で
作
ら
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
製
ポ
リ
袋
の

全
市
統
一
化
に
向
け
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

■
資
源
物
団
体
回
収
報
奨
金
制
度
の
統
一
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平成15年12月2日に設置さ
れた「周南市ごみ対策推進審議
会」では、公募による市民、学識 経験者、事業者、関係行政機関

職員の皆さんが、部会や全体会
議で熱心な議論を重ね、平成
17年から10年間に本市が達成
すべき目標と、その実現のため
に進めるべき施策を「周南市一
般廃棄物処理基本計画」に取り
まとめました。

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
は
、清
掃
工
場
の
焼
却
灰

を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
に
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
主
体
と
す
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
品
の
原
料

化
リ
サ
イ
ク
ル
、ご
み
固
形
燃
料（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）の
セ
メ

ン
ト
原
料
化
・
燃
料
化
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、先
進
的

な
資
源
化
シ
ス
テ
ム
が
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

市ごみ対策推進審議会

昨
年
の
12
月
１
日
に
、「
周
南

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」
が
市
長
に
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

「
世
界
に
誇
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
都
市
・
周
南
」

Reduse：リデュース
ごみをなるべく
出さないようにする

●買い物袋を持参する
●食品トレイに入っていない食
料品を購入する
●つめ替え用商品を選ぶ
●冷蔵庫をこまめにチェックし、
必要なものだけ購入する
●生ごみをたい肥にし、利用する

Reuse：リユース
一つひとつの物を
大切にする

●不用になったものは、リサイク
ルショップやフリーマーケット
に持ち込む
●長く使える物を購入する

家庭で
チャレンジ！

Recycle：リサイクル
使い終わったら
もう一度資源にする

●市の分別収集に協力する
●集団回収に参加する
●トレーや牛乳パックなどの店
頭回収を利用する
●ビールびんなどのリターナブ
ルびんは販売店に引き取って
もらう

3Ｒリデュース：Reduse
（発生抑制）
リサイクル：Recycle
（再生利用）
リユース：Reuse
（再使用）



「
資
源
回
収
団
体
の
運
営
を
補
助
し
、

再
資
源
化
を
促
進
す
る
」こ
と
を
目
的
に
、

平
成
17
年
度
か
ら
、報
奨
金
制
度
を
全
市

で
統
一
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
整
備

資
源
物
、不
燃
物
、粗
大
ご
み
の
処
理
を

行
う
総
合
廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て
、（
仮

称
）周
南
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
整
備
に

着
手
し
ま
す
。こ
の
施
設
が
稼
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、分
別
区
分
、収
集
・
運
搬
体
制

も
全
市
で
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、こ
の
施
設
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が

分
別
し
た
資
源
物
を
加
工
す
る「
資
源
循

環
機
能
」
と
、皆
さ
ん
が
環
境
に
つ
い
て
活

動
・
体
験
を
通
し
て
、学
習
す
る「
市
民
参

加
機
能
」
を
備
え
た
も
の
に
し
ま
す
。

環
境
配
慮
型
の
生
活
へ

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
、ご
み
減
量

化
の
取
り
組
み
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、皆
さ
ん
の
生
活
の
環
境
配
慮
型
へ
の

転
換
を
応
援
し
ま
す
。

ま
ず
、生
ご
み
の
た
い
肥
化
に
つ
い
て
、有

効
な
方
法
な
ど
を
公
開
し
、一
層
生
ご
み

の
た
い
肥
化
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、モ
ニ
タ
ー

制
度
を
創
設
し
ま
す
。
都
市
部
で
で
き
た

生
ご
み
の
た
い
肥
を
、農
村
部
へ
還
元
す
る

生
ご
み
交
流
事
業
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
が
親
し
み
な
が

ら
ご
み
問
題
に
つ
い
て
学
べ
る
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
・
実
施
し
ま
す
。さ
ら
に
、世
界

に
誇
れ
る
素
材
型
産
業
を
担
う
企
業
の

協
力
や
、地
域
の
教
育
機
関
の
協
力
を
得

て
、講
演
会
の
実
施
、施
設
見
学
会
、出
前

講
座
な
ど
を
幅
広
く
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
「
世
界
に
誇
れ
る
都

市
・
周
南
」の
実
現
の
た
め
市
民
・
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
む
、さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
ま
ご
２
個
分
の
ご
み
減
量
作
戦
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
は
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
民
さ
ろ
ん
、各
総
合
支

所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
０
８

３
４
―
22
―
８
３
０
３
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.shunan.yam

aguchi.

jp/hp/recycle/
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徳山地域の
ごみ袋が変わります
徳山地域の燃やせないごみ袋は、新

南陽・熊毛・鹿野地域で現在使用されて

いる青色半透明の袋に変わります。4月

から全市共通の指定袋を販売します。

「新南陽・熊毛・鹿野地域用」と書か

れた燃やせないごみ袋は、そのまま使用

できます。

指定ごみ袋取扱店の募集
４月から市指定の燃やせないごみ袋

が全市共通になることに伴い、その指定

袋を販売する取扱店を募集します。

なお、新南陽・熊毛・鹿野地域で販売

をしている取扱店も改めて契約が必要

となりますので、申し込んでください。

申込み・問合せ 廃棄物リサイクル課1

０８３４―22―８３０３または各総合支所担

当窓口。新南陽1０８３４―61―３０４９、

熊毛1０８３３―92―００３６、鹿野1０８３

４―68―２３３３

ま
た
、海
上
輸
送
の
基
地
で
あ
る
徳
山
下
松
港

は
、広
域
的
な
静
脈（
リ
サ
イ
ク
ル
）物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拠
点
と
な
る
総
合
静
脈
物
流
拠
点（
リ
サ

イ
ク
ル
ポ
ー
ト
）の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
こ
の
よ
う
な

特
性
を
生
か
し
、

県
内
を
リ
ー
ド
す

る
さ
ら
な
る
環
境

産
業
の
創
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

新
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
整
備
も
、

環
境
産
業
と
の
連

携
を
図
っ
た
も
の

に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります

4月から
「燃やせない
ごみ袋」が
全市共通に
なります
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東本館1階から東本館2階へ
健康福祉部
児童家庭課

児童母子係
家庭児童相談室
保育所係

東本館3階から本館3階へ
企画財政部
企画調整課

企画調整担当
地域政策担当
国際交流担当
中核都市担当

海面埋立事業推進室
男女共同参画室
元気こども室

本館2階から本館3階へ
企画財政部
広報広聴課

広報広聴係

４
月
１
日
に
行
う
市
の
組
織
機
構
の

改
編
に
伴
い
、３
月
中
に
、現
体
制
の
ま
ま

事
務
所
の
一
部
を
移
転
し
ま
す
。

移
転
す
る
事
務
所
は
次
の
表
の
日
か

ら
、業
務
を
開
始
し
ま
す
。

3
月
28
日
業
務
開
始

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

市
の
事
務
所
の
一
部
が

3
月
に
移
転
し
ま
す

■
移
転
す
る
部
署
は
、機
構
改
編
前
の
名

称
で
統
一
し
て
い
ま
す
。

■
表
の
業
務
開
始
日
前
の
金
曜
日
ま
で

は
、こ
れ
ま
で
の
事
務
所
で
業
務
を
行

い
ま
す
。

■
移
転
に
よ
り
、電
話
番
号
が
変
わ
る
部

署
に
つ
い
て
の
み
電
話
番
号
を
記
載
し

て
い
ま
す
。
市
外
局
番
は
い
ず
れ
も
「
０

８
３
４
」で
す
。

■
新
し
い
配
置
は
３
月
15
日
号
の
広
報

で
、新
し
い
電
話
番
号
は
４
月
１
日
号

の
広
報
折
込
み
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課
1
22
―
８
２
６
１

み
ゆ
き
通
庁
舎
は
３
月
21
日（
祝
）で

廃
止
し
、新
南
陽
総
合
支
所
に
「
周
南
市

新
南
陽
庁
舎
」
を
併
設
し
て
、さ
ら
に
、旧

県
周
南
土
木
建
築
事
務
所
を
「
周
南
市

徳
山
港
町
庁
舎
」
と
し
ま
す
。

3
月
14
日
業
務
開
始

西本館1階から東本館4階へ
建設部
建築住宅課

市営住宅係

本
庁
機
能
を
３
庁
舎
に
整
理

新 旧

表
の
見
方

3
月
22
日
業
務
開
始

みゆき通庁舎から東本館4階へ
都市開発部
都市整備課

庶務係
街路係
公園係

区画整理課
換地精算係
補償係
工務係

新南陽総合支所から東本館4階へ
都市整備課

庶務係　　　122―8431
街路公園係　122―8402

東本館 

本館 

西本館 
Ｐ 

Ｐ 

ＥＶ 

岐
山
通 

■主な本庁舎
の位置図

※エレベーターを
ご利用ください。

本庁舎
〒745―8655 岐山通１―１

●
本
庁
舎

●
み
ゆ
き
通
庁
舎

（
３
月
21
日
に
廃
止
）

●
本
庁
舎

●
徳
山
港
町
庁
舎

●
新
南
陽
庁
舎

（
新
南
陽
総
合
支
所
に
併
設
）



みゆき通庁舎から移動
経済部
農政課

農政畜産係
土地改良係
農村整備係

林政課
林政係
森林整備係

地籍調査課
地籍調査係

水産課
水産係
漁港係

市役所本庁舎から移動
経済部
商工観光課

商工係
企業立地推進係
観光交流係

勤労福祉センターから移動
経済部
商工観光課

労働係　　　122―8373

郵便局 

山陽本線 

南陽工業 
　高校 

新南陽庁舎 

永源山公園 

新南陽 
市民病院 

周南西 
警察署 

国道国道2号 

新南陽浄化センター 

県道下松新南陽線県道下松新南陽線 県道下松新南陽線 

国道2号 

新南陽駅 

住吉中学校 

徳山動物園 

文化会館 

万葉の森 

徳
山
駅 

国道2号 

県
道
下
松
新
南
陽
線 

徳山港町庁舎 
 

　　　　徳山港 
フェリーのりば 

本庁舎 

岐
山
通 新南陽総合支所4階から3階へ

教育委員会事務局新南陽総合出張所
教育総務課（総務係）
生涯学習課（生涯学習係）

※新南陽総合支所内の移動は、4月4日に電話
番号が変わる予定です。

市役所本庁舎から新南陽庁舎3階へ
都市開発部
下水道管理課

庶務普及係161―4204、561―4241
下水道整備課

工務係 161―4304
維持係 161―4207、561―4330

3
月
7
日
業
務
開
始

3
月
7
日
業
務
開
始

3
月
22
日
業
務
開
始

3
月
14
日
業
務
開
始

市役所本庁舎から新南陽庁舎4階へ
建設部
建築住宅課

建築1係 161―4406
建築2係 161―4408
設備係 161―4405、561―4443

みゆき通庁舎から新南陽庁舎4階へ
建設部
監理課

庶務係 161―4423
用地係 161―4421、561―4445

道路課
道路維持係161―4414
道路建設係161―4416、561―4440

河川港湾課
管理係 161―4418
河川港湾係161―4419、561―4440

7 2005/MARCH/1

徳山港町庁舎
〒745―0045 徳山港町1―1

（旧県周南土木建築事務所）

徳山港町庁舎

新南陽庁舎（新南陽総合支所内）
〒746―8701 富田１―１―１
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第二の人生を健康に

新南陽 

文化財産を火災から守れ

火
事
だ
ー
。
火
事
だ
ー
。
見
学

者
は
外
へ
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」。
文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26

日
、湯
野
地
区
に
あ
る
県
指
定
文
化

財
の
山
田
家
本
屋
で
、消
火
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
管
理
者
な
ど
が
初

期
消
火
の
た
め
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
開

始
し
て
間
も
な
く
、消
防
署
西
部
出

張
所
か
ら
消
防
車
が
到
着
し
、敷
地

内
に
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
放
水
開
始
。

こ
の
後
、消
火
器
の
正
し
い
使
い
方
の

指
導
が
あ
り
、地
元
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
、万
一
に
備
え
ま
し
た
。

「
徳山 

自然と共生、広がる人の輪

ナ
ベ
ヅ
ル
の
渡
来
地
、
八
代
盆

地
で
、１
月
29
日
と
30
日
の

両
日
、次
世
代
に
山
口
の
美
し
い
自

然
を
つ
な
ご
う
と
「
リ
レ
ー
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
in
や
し
ろ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者

45
人
は
、地
元
の
人
の
案
内
で
、盆
地

に
点
在
す
る
人
と
ツ
ル
の
共
生
の
歴

史
を
伝
え
る
史
跡
な
ど
を
散
策
。

「
ツ
ル
と
文
学
」「
ツ
ル
と
人
々
の
く

ら
し
」な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
分
か
れ
、

討
論
し
た
結
果
を
お
互
い
に
発
表
し

合
い
ま
し
た
。

熊毛 

今
日
だ
け
の
先
生
だ
よ

富田中学校の２年生の生徒たちが、2月

8日に職場体験学習を行いました。こ

れは、店舗や工場、公共施設など、生徒たち

が興味のある職場を訪問し、１日体験をして

みる取り組み。川崎保育園には、５人の「先

生」が訪れ、園児たちと、園庭で遊んだり、給

食のホットドックを一緒に作ったりしました。最

初は園児たちと、どう接したらいいか分からな

かった生徒たちも、すぐにうち解け、全身を使

って園児たちと接していました。

「市民はつらつセミナー」の自
じ

悠
ゆう

人
じん

コースが2月に7回開催され、第二
の人生を健康におくろうと20人あま
りの皆さんが参加。2月9日は、周南
緑地の中央グラウンドで、スパークゴ
ルフ教室の経験者に教わりながら
ニュースポーツに挑戦しました。
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地球に優しいはがき作り

牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
を
作
ろ

う
と
、１
月
30
日
、37
人
の

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
が
、徳
山
保
健
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
パ
ル
プ
液

の
中
に
、金
網
を
し
い
た
木
の
枠
を

入
れ
て
、和
紙
の
よ
う
に
す
き
ま
す
。

お
そ
る
お
そ
る
取
り
出
し
て
確
認

し
、上
手
に
で
き
る
と
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
を
一
工
夫

す
る
だ
け
で
、す
て
き
な
作
品
が
で

き
る
こ
と
を
発
見
し
、リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
意
識
も
深
ま
り
ま
し
た
。

徳山 

気
合
い
で
、一
本

武道館に響く、子どもたちの気合いの掛

け声。2月6日、熊毛柔剣道大会が行

われ、柔道会場の熊毛武道館では、小・中学

生400人が、日ごろの鍛練の成果を試しまし

た。今年で40回目の伝統あるこの大会。当

初は地元の小さな大会でしたが、今では、県

東部から多数の出場者があります。選手が

技を繰り出すたびに、2階観覧席からは、大き

な応援の声が飛んでいました。

熊毛 

櫛浜
くしがはま

地区※徳山地域

櫛浜地区は、温暖な気候に加え、徳山湾と笠

戸湾の豊かな漁場と肥よくな土地に恵まれ、古

くから漁業、農業を主な地場産業として発達し

てきました。特に漁業の歴史は古く、元禄年間

（1688年～1703年）には、魚市場が開設してい

たといわれています。

明治後半からは、商業や造船業、さまざまな

工場などが造られ、工業のまちとして発展して

きました。また、平成5年には、地方卸売市場が

完成し、本市はもとより、周辺地域の台所として

の顔を併せ持つようになっています。

地区のシンボル太華山は、瀬戸内海国立公

園の中にあり、山頂から見る、

瀬戸内海に浮かぶ緑の島々

は絶景です。よく晴れた日に

は、遠く四国や九州を

遠望することもでき

ます。毎年4月に

は、地区のコミュ

ニティ推進協議

会が山開きを行

い、多くの人が訪れ

ます。

太華山の山頂から望む中心市街地。下が櫛浜地区にあ
る卸商業団地や東部浄化センター

でーたふぁいる【2月1日現在】
●人口／6,031人　●世帯／2,447世帯
●面積／7.80h

「太
たい

華
か

山
ざん

の自然と
産業に恵まれたまち」
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元
就
の
歯
と
三
丘
の
領
主

黒
岩
峡
入
口
か
ら
島
田
川
を
渡
っ
て
３

０
０
m
ほ
ど
行
く
と
、地
元
の
人
が「
お
は

づ
か
」
と
呼
ん
で
い
る
石
造
物
が
、木
立
に

囲
ま
れ
て
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
毛も

う

利り

元も
と

就な
り

歯
廟
し
び
ょ
う

で
す
。
関
ヶ

原
の
合
戦
で
敗
れ
た
毛
利
氏
は
、防
長
の

２
州
に
領
地
を
減
ら
さ
れ
、元
就
の
７
男

元も
と

政ま
さ

は
、こ
こ
、三み
つ

丘お

の
領
主
に
な
り
ま

す
。
元
政
は
父
元
就
の
歯
を
、お
守
り
と

し
て
肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、元

就
の
33
回
忌
に
な
る
慶
長
８
年（
１
６
０

３
）、こ
の
歯
を
こ
の
地
に
埋
め
、め
い
福
を

祈
り
ま
し
た
。こ
れ
は
そ
の
と
き
建
て
ら

れ
た
宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

で
す
」
と
話
す
の
は
、案

内
し
て
い
た
だ
い
た
、く
ま
げ
郷
土
会
の
岩い
わ

崎さ
き

章
あ
き
ら
さ
ん
。「
こ
の
辺
り
に
は
、ほ
か
に
も

毛
利
氏
や
、毛
利
氏
に
代
わ
っ
て
三
丘
の
領

主
に
な
っ
た
宍し
し

戸ど

氏
の
墓
な
ど
が
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
」。

毛
利
と
宍
戸
の
固
い
き
ず
な

戦
国
時
代
、毛
利
氏
と
宍
戸
氏
は
、安あ

芸
国
き
の
く
に（
広
島
県
）で
隣
り
合
っ
て
城
を
構
え

て
い
て
、敵
対
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
策
略

に
た
け
た
毛
利
元
就
は
、武
勇
に
優
る
宍

戸
氏
と
和
を
結
ぼ
う
と
、実
の
娘
を
宍
戸

氏
に
嫁
が
せ
ま
す
。
以
来
、両
氏
の
結
束

は
固
く
な
り
、後
に
宍
戸
氏
は
毛
利
一
門

の
筆
頭
家
老
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
関
ヶ
原
の
合
戦
の
後
、毛
利
氏
が
領
主

を
し
て
い
た
こ
の
三
丘
の
地
を
、宍
戸
氏
が

受
け
継
い
だ
こ
と
か
ら
も
、両
氏
の
固
い
つ

な
が
り
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毛
利
元
就
歯
廟
か
ら
、落
ち
葉
に
覆
わ

れ
た
小
道
を
西
に
行
く
と
見
え
て
く
る
の

が
、宍
戸
家
墓
所
で
す
。
宍
戸
氏
が
三
丘

の
領
主
に
な
っ
て
初
代
か
ら
４
代
ま
で
の
巨

大
な
墓
碑
が
、木
漏
れ
日
の
中
に
立
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
進
む
と
、毛
利
元
政
を
弔
う

宝
篋
印
塔
が
あ
り
、こ
れ
に
寄
り
添
う
よ

う
に
宍
戸
元も
と

続つ
ぐ

の
妻（
元
政
の
義
母
）の
墓

が
建
っ
て
い
ま
す
。
元
続
の
妻
は
、織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

の
娘
と
の
言
い
伝
え
も
残
っ
て
い
ま
す
。

三
丘
に
残
る
こ
れ
ら
史
跡
を
訪
ね
る

と
、戦
国
武
将
た
ち
が
、一
門
の
固
い
き
ず

な
に
よ
っ
て
、戦
国
の
世
を
切
り
抜
け
、ま

た
太
平
の
世
と
な
っ
て
か
ら
も
、こ
れ
を
大

切
に
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

■

三
丘
の
地
に
見
る
戦
国
武
将
の
き
ず
な
■

県道
光玖
珂線
 

←光
市 

山
陽
自
動
道
 

● 

● 

● 

● 

● 

毛利元就 
歯廟 

宍戸家墓所 
（1～4代） 

宍戸家墓所 
（5～10代） 

毛利元政墓碑 

貞昌寺 貞昌寺 周
東
町
→
 

黒岩峡 
入口 
黒岩峡 
入口 

木々に囲まれて立つ毛利元就歯廟。右が元就、
左が元就の継室だった乃美方の宝篋印塔。

（
下
）案
内
し
て
い
た
だ
い
た
岩
崎

さ
ん

（
左
）
宍
戸
家
墓
所
。
初
代
か
ら

４
代
ま
で
の
墓
碑
が
並
び
ま
す

（
上
）
毛
利
元
政
の
宝

篋
印
塔
と
宍
戸
元
続

妻
の
墓

（
左
）
貞
昌
寺

て
い
し
ょ
う
じ

の
宍
戸

家
墓
所（
５
代
〜
10
代
）

※

【
宝
篋
印
塔
】

平
安
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

石
造
物
で
、も
と
は
経
典
を
納

め
る
た
め
の
塔
で
し
た
が
、時
代
が
下

る
に
つ
れ
、墓
塔
や
慰
霊
塔
と
し
て
造

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
徴
と

し
て
笠
の
４
隅
に
隅
飾

す
み
か
ざ
り

が
あ
り
、古
い

も
の
ほ
ど
こ
れ
が
直
立
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
毛
利
元
就
歯
廟
と
、

そ
の
左
の
乃の

美み
の

方か
た

の
墓
は
、古
い
も
の

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
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「ゆめの絵」をテーマに思い思いの絵を描く子
どもたち。中には4枚、５枚と描く子どももいます

「
モ
ン
ゴ
ル
は
貧
富
の
差
が
激
し
く
、学

校
に
行
け
な
い
子
ど
も
が
大
勢
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
に
少
し
で

も
役
立
つ
よ
う
に
、学
用
品
な
ど
を
送
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、山
口

モ
ン
ゴ
ル
友
好
協
会
会
長
の
近
藤
弘
さ
ん

（
80
歳
）。

近
藤
さ
ん
が
、発
展
途
上
国
の
子
ど
も

た
ち
に
、学
用
品
な
ど
を
送
る
よ
う
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
、
小
学
校
の
教
員
時
代

に
行
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
視
察
研
修
で
、

現
地
の
人
た
ち
の
貧
し
い
生
活
を
目
の
当

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

山口モンゴル友好協会会長

近藤弘さん

モ
ン
ゴ
ル
に
も

広
が
る
交
流
の
輪

品
を
地
域
の
文
化
祭
で
発
表
し
た
り
、

地
元
劇
団
の
舞
台
美
術
の
製
作
や
鹿

野
を
題
材
に
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
作

り
に
協
力
し
た
り
と
、地
域
に
根
ざ
し

た
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
か
ら
、鹿
野
小
学
校
で
放

課
後
に
、子
ど
も
た
ち
に
絵
を
描
く
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
教
室
を
始
め
ま

し
た
。「
子
ど
も
は
発
想
が
面
白
く
、の

び
の
び
と
描
い
て
い
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

今
後
は
、授
業
で
は
で
き
な
い
こ
と
に
も

挑
戦
し
て
い
き
た
い
」
と
皆
さ
ん
も
こ
の

教
室
を
楽
し
み
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
ク
ラ
ブ
で
は
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
初
心
者
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
一
緒
に
絵
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
」。

問
合
せ
は
岩
田
さ
ん
1
０
８
３
４
―

68
―
３
５
７
２
へ
。

た
り
に
し
た
こ
と
で
し
た
。
平
成
９
年
か

ら
は
、モ
ン
ゴ
ル
へ
の
援
助
活
動
も
始
め
、

こ
れ
を
機
会
に
山
口
モ
ン
ゴ
ル
友
好
協
会

を
発
足
さ
せ
、
本
格
的
な
交
流
を
開
始

し
ま
し
た
。

「
現
在
協
会
で
は
、学
用
品
や
衣
料
を

送
る
ほ
か
、留
学
生
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
家
族
の
よ
う
な
付
き
合
い
を
し
て

く
れ
、今
年
の
秋
に
は
、結
婚
式
に
呼
ば
れ
、

モ
ン
ゴ
ル
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
近
藤
さ
ん
。

「
私
た
ち
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

モ
ン
ゴ
ル
に
も『
モ
ン
ゴ
ル
山
口
友
好
セ
ン
タ

ー
』が
発
足
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、セ

ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、向
こ
う
に
身

障
者
が
自
立
す
る
た
め
の
更
生
施
設
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。モ
ン
ゴ
ル
は
遠
い

国
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、『
近
く
て
親
し

み
の
あ
る
国
』と
し
て
、交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

こんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろしこんどうひろし
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毎年2月に行う「モンゴルの旧正月を祝う会」。
留学生と一緒に作ったモンゴル料理を食べな
がら、旧正月を祝います。

「
油
彩
や
水
彩
の
ほ
か
、版
画
、鉛
筆

の
細
密
画
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
、ビ
デ
オ
ア
ー
ト
な
ど
、い
ろ
ん
な
分
野

の
仲
間
が
、持
ち
味
を
出
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、鹿
野
絵
画

ク
ラ
ブ
の
代
表
を
す
る
岩い

わ

田た

純
じ
ゅ
ん

さ
ん
。

ク
ラ
ブ
で
は
、各
自
で
作
成
し
た
作



■人件費の状況（平成15年度普通会計決算）
住民基本台帳人口 156,035人
（平成16年3月31日現在）

歳出額（Ａ） 62,277,350千円
実質収支 1,616,078千円
人件費（Ｂ） 13,845,562千円
人件費比率（Ｂ/Ａ） 22.2％

■昇給期間短縮の状況（平成16年度）
区分 一般行政職
職員数（Ａ） 969人
普通昇給期間を短縮して昇給した職員数（Ｂ） 0人
（6月～12月）
比率（Ｂ/Ａ） 0％

■職員給与費の状況（一般会計）
区分
職員数（Ａ） 1,428人
給与費
給料 6,004,515千円
職員手当 1,097,442千円
期末・勤勉手当 2,412,374千円
計（Ｂ） 9,514,331千円

1人当たり給与費（Ｂ/Ａ） 6,662千円
（注）１．職員手当には退職手当を含みません。

２．給与費は平成16年12月議会補正後
の予算額です。

■特別職の報酬などの状況
区分 給料月額等
給料
市長 970,000円
助役 790,000円
収入役 690,000円
特別参与 630,000円

報酬
議長 545,000円
副議長 475,000円
議員 445,000円

期末手当（平成16年度支給割合）
市長・助役・収入役・特別参与

6月期　1.6月分
12月期　1.7月分

計　3.3月分
（別に100分の25加算）

議長・副議長・議員
6月期　1.6月分
12月期　1.7月分

計　3.3月分

※平成15年11月から17年3
月まで、市長、助役、収入役、特
別参与は、給料の10％を減額。

市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況市職員給与などの状況
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市
職
員
の
給
与
は
条
例
、規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年

１
月
１
日
現
在
の
、市
職
員
給
与
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本市の職員数については、合併協

議会の新市建設計画の財政計画資

料で、平成13年4月1日現在の旧2市

2町の職員数と類似都市の平均職員

数との比較を基礎資料とし、退職者の

半数を補充することにより、合併後10

年間で２５０人を削減する案が示されて

いました。

合併前後の職員数の状況は、13年

4月1日現在の1,788人と比較すると、

16年4月1日現在は、1,682人で106人

の減となっています。

現在、国の三位一体の改革など、合

併後の社会情勢の変化を踏まえ、定

員の適正化の早期実現を目指す「定

員適正化計画」の策定に取り組んで

います。

●部門別職員数と平成16年度の職員数の増減状況（単位：人）
区分 職員数 対前年増減数 内訳 主な増減理由

Ｈ15.4.21 Ｈ16.4.1 平成16年 増員数 減員数
一般行政部門
議会 15 14 ―1 0 1 業務の見直し
総務企画 277 273 ―4 8 12 業務の見直し
税務 81 77 ―4 2 6 業務の統合・見直し
民生 249 237 ―12 1 13 業務の統合・見直し、欠員不補充
衛生 123 116 ―7 2 9 業務の統合・見直し
労働 5 4 ―1 0 1 欠員不補充
農林水産 80 80 0 2 2 業務の見直し
商工 37 36 ―1 0 1 業務の見直し
土木 172 174 2 3 1 業務の増
小計 1,039 1,011 ―28
特別行政部門（教育には、教育長を含む）
教育 224 220 ―4 3 7 欠員不補充
消防 196 199 3 3 0 欠員補充
小計 420 419 ―1
普通会計の計1,4591,430 ―29
公営企業等会計部門
病院 11 10 ―1 0 1 業務の減
水道 107 105 ―2 0 2 業務の見直し
下水道 58 58 0 0 0
その他 85 80 ―5 4 9 業務の統合・見直し
小計 261 253 ―8
合計 1,720 1.683 ―37

定員適正化計画を
策定します

●
定
員
管
理
の
状
況
●

合
併
時
に
未
調
整
だ
っ
た
職
員
の
給
料

体
系
に
つ
い
て
は
、昨
年
の
３
月
定
例
議
会

で
給
与
条
例
の
改
正
案
が
議
決
さ
れ
、平

成
16
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
、給
料
の
一
本
化
の
調
整
が
行
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、９
月
定
例
議
会
で
退
職
手
当
の

支
給
率
の
引
き
下
げ
に
伴
う
退
職
手
当
条

例
の
改
正
案
が
議
決
さ
れ
、10
月
１
日
か

ら
施
行
す
る
と
と
も
に
、退
職
時
の
特
別

昇
給
を
廃
止
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
12
月
議
会
で
は
、鹿
野
地
域
に
勤

務
す
る
職
員
に
支
給
し
て
い
た
寒
冷
地
手

当
を
廃
止
す
る
給
与
条
例
の
改
正
が
議
決

さ
れ
、17
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
で
は
、社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
職
員
給
与
の
適
正
化
に
努

め
て
い
ま
す
。
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■特殊勤務手当の状況（平成15年度）
区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 47.90％

支給対象職員1人当たり平均支給年額 93,549円

手当の種類（手当数） 36

代表的な手当の名称　●支給額の多い手当（衛生事務従事手当） ●多くの職員

に支給されている手当（福祉事務従事手当、消防業務従事手当）

■時間外勤務手当の状況（平成15年度）
支給総額 407,561千円

職員1人当たりの支給年額 307千円

■職員手当の状況
国 本市
期末・勤勉手当（平成16年度支給割合）
区分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.4月分 0.7月分 国と同じ
12月期 1.6月分 0.7月分
計 3.0月分 1.4月分
※職制上の段階、職務の級などによる
加算措置あり。
退職手当（支給率）
区分 自己都合 定年・勧奨 区分 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 21.0月分 27.3月分 勤続20年 21.0月分 28.0875月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分 勤続25年 33.75月分 43.335月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分 勤続35年 47.5月分 60.99月分
最高限度 59.28月分 59.28月分 最高限度 60.0月分 60.99月分
その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算） （2％～20％加算）
退職時　― 退職時　31年以上の者は1号
扶養手当
1.配偶者 13,500円
2.扶養親族（2人目まで）6,000円 国と同じ
ただし、扶養親族でない配偶者を有する
場合の1人目は6,500円
3.その他 5,000円
4.満16歳年度初めから満22歳年度末ま
での子1人につき5,000円加算
住居手当
1.持家（新築後5年まで2,500円） 1.持家5,000円（新築後5年まで7,500円）
2.借家 2.借家
(1)家賃23,000円以下 (1)家賃9,000円以下は一律3,000円
家賃－12,000円 (2)家賃9,001円以上17,000円以下　
(2)家賃23,001円以上 家賃－6,000円
（家賃－23,000円）÷2＋11,000円 (3)家賃17,001円以上53,000円以下
(3)家賃55,001円以上 （家賃－17,000円）÷2＋11,000円
一律27,000円 (4)家賃53,001円以上は一律29,000円
通勤手当
1.交通機関 1.交通機関
支給限度額55,000円 支給限度額55,000円
2.交通用具 2.交通用具
距離制2,000円～24,500円 距離制2,000円～50,300円

※退職手当について支給率、退職時特別昇給で国との差異があるのは、国制度へ
の移行に伴う経過措置によるものです。

●問合せ 人事課10834―22―8254

※本市の給与条例に基づく給料表の級区分
による職員数です。

■一般行政職の級別職員数の状況

構成人数（割合） 給料表 
の級 

9級 

8級 

7級 

6級 

4級 

5級 

3級 

2級 

1級 

標準的 
な職名 

課長補 
佐級 

部長級 

次長級 

課長級 

係長級 

主査級 

主任級 

副主任級 

吏員 

吏員 

吏員 

19人（2.0％） 

16人（1.6％） 

119人（12.3％） 

142人（14.7％） 

177人（18.3％） 

117人（12.1％） 

199人（20.5％） 

129人（13.3％） 

40人（4.1％） 

9人（0.9％） 

2人（0.2％） 

■職員の平均給料月額・平均年齢の状況
区分 全職員 一般行政職 技能労務職

（水道局職員を除く）
職員数 1,581人 969人 103人
平均給料月額 354,452円 365,481円 286,238円
平均年齢 43歳4月 45歳3月 38歳8月
※一般行政職：福祉職、税務職、医療職、看護保
健職、消防職、企業職、技能労務職、教育職
のいずれにも該当しない職員をいいます。

※技能労務職：自動車運転手、汽缶士、清掃技
術員、調理技術員などをいいます。

■一般行政職の経験年数別・学歴別
平均給料月額の推移

区分 大学卒 高校卒
経験年数10年 269,300円 213,300円
経験年数15年 321,100円 269,300円
経験年数20年 382,300円 321,100円
（注）経験年数：卒業後直ちに採用され、引き続き

勤務した場合は、採用後の年数をいいます。

■一般行政職の初任給の状況
区分 大学卒 高校卒
国 170,700円 138,800円
本市 177,400円 143,300円
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久
米
支
所
・
公
民
館
駐
車
場
の
入
口

久
米
支
所
・
公
民

館
利
用
者
の
駐
車
場

入
口
は
、駐
車
場
の
整

備
工
事
に
伴
い
、久
米

小
学
校
側
か
ら
、
山

陽
自
動
車
道
側
に
変
わ
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
久
米
支
所
・
公
民
館
1
29
―

０
４
５
１

大
型
遊
具
整
備
の
基
本
計
画
案
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を

周
南
緑
地
公
園
内
に
整
備
を
予
定
し

て
い
る
大
型
遊
具
の
基
本
計
画
を
、市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
に
す

る
た
め
、計
画
の
原
案
に
対
す
る
投
票
形

式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
※

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
本
庁
都
市
整
備
課
1
22
―

８
４
０
２

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

３
月
１
日（
資
格
基
準
日
）現
在
で
作

成
し
た
定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
※
期
間
中
は
、在
外
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
３
日（
木
）〜
７

日（
月
）８
時
30
分
〜
17
時
、選
挙
管
理
委

員
会
▼
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
1
22
―
８
５
２
１

緑
の
募
金
に
協
力
を

緑
の
募
金
は
、学
校
や
地
域
の
緑
化
推

進
、国
際
協
力
、緑
の
少
年
隊
の
育
成
、緑

化
行
事
な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間
／
３
月
１
日（
火
）〜
４
月
30
日

（
土
）▼
受
付
場
所
／
市
役
所
本
庁
玄
関
、

林
政
課
、各
総
合
支
所
、各
支
所
▼
問
合

せ
／
林
政
課
1
22
―
８
２
１
８

お
知
ら
せ
 

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

講座 勤労青少年ホームの教養講座
■徳山勤労青少年ホーム

講座名 開催日 定員
華道（池坊） 第１～４月曜日 20人

茶道（裏千家）第１～４火曜日 20人

手編み 第１・３水曜日 15人

パソコン入門 第２・４水曜日 10人

料理Ａ 第２・４火曜日 20人

料理Ｂ 第２・４水曜日 20人

料理Ｃ 第２・４木曜日 20人

パン教室Ａ 第１火曜日 15人

パン教室Ｂ 第２金曜日 15人

陶芸（初心者）第１・３火曜日 15人

陶芸（経験者）第１・３水曜日 20人

英会話（初級）第１～４水曜日 15人

英会話（中・上級）第１～４火曜日 20人

実用書道 第１・３木曜日 20人

フラワーアレンジメント 第２・４木曜日 15人

※パソコン入門は、パソコンを持参できる人

■新南陽勤労青少年ホーム

講座名 開催日 定員
実用書道 第１～３火曜日 10人

パン・お菓子づくり 第１・３火曜日 12人

料理 第２・４火曜日 12人

お魚料理 第２・４木曜日 12人

手芸 第２・４水曜日 15人

着物の着付け（初級）第２・４木曜日 6人

着物の着付け（中級）第１・３木曜日 6人

フラワーデザイン 第３木曜日 15人

今
年
も
、火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、空
気
が
乾
燥
し
、火
災

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
枯
れ
草
を
焼
こ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、風
に
あ
お
ら
れ
て
火
災
に
…
」

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
、例
年
多
く
み
ら
れ

春
の
全
国

火
災
予
防
運
動

火
災
予
防

３
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）
ま
す
。

市
内
で
は
、昨
年
中
に
57
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
怠
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。「
火
」の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、全
国
の
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
は

放
火
で
す
。
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
1
22
―

８
７
７
３

対象 市内に在住、通勤す

る15歳～概ね35歳の人

で、休まず受講でき、勤労青

少年ホームの行事にも積極

的に参加できる人

日時 4月～来年2月、18

時30分～20時30分

受講料 材料代など実費

ホーム利用年会費 ◇徳山

2,000円◇新南陽1,000円

申込みに必要なもの 健康

保険証・社員証など、市内に

在住・通勤していることを証

明できるもの

申込み 各勤労青少年ホー

ムで受け付け。ただし1人1

講座（申込順）

※自主サークルの申し込み

は3月14日（月）から受付開

始（軽運動室、音楽室、講義

室などを使って活動できる

サークルに限る）。

徳山勤労青少年ホーム…3

月9日（水）18時から受付開

始122―8720※土・日曜

日、祝日を除く、16時～21時。

新南陽勤労青少年ホーム…

3月9日（水）から163―5

533※月曜日・祝日を除く。

※自動車は、通り抜 
　けできません。 

久
米
小
学
校
● 

山
陽
自
動
車
道 

駐車場 

変更後の入口 

久米支所久米支所・ 
公民館公民館 
久米支所・ 
公民館 
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に
、公
衆
浴
場
に
入
浴
で
き
る
券
を
交
付

し
ま
す
。

▼
申
請
／
地
区
担
当
の
民
生
委
員
へ
▼
問

合
せ
／
高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
２
、

ま
た
は
地
区
担
当
の
民
生
委
員

ふ
れ
あ
い
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

市
で
は
、す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
過

ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、障
害

児
・
者
、高
齢
者
、児
童
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
が
一
体
に
な
り
、音
楽
を
通
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
12
日（
土
）13
時

〜
15
時
30
分
、サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
▼
入
場

料
／
無
料
▼
問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所

健
康
福
祉
課
1
92
―
０
０
１
２
、ま
た
は

社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92
―
０

０
２
７

県
健
康
福
祉
祭

美
術
作
品
展
の
募
集

▼
対
象
／
60
歳
以

上（
昭
和
21
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の

ア
マ
チ
ュ
ア
が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品
▼

展
示
期
間
と
場
所
／
６
月
24
日（
金
）〜
30

日（
木
）、サ
ン
パ
ー
ク
あ
じ
す（
阿
知
須
町
）▼

募
集
作
品
／
日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、工
芸
、

書
、写
真
▼
申
込
期
限
／
４
月
15
日（
金
）

各
種
競
技
の
参
加
者
募
集

▼
対
象
／

60
歳
以
上（
昭
和
21
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
）の
人
▼
日
時
と
場
所
／
５
月
25
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
▼
報
酬
な
ど
／

月
額
14
万
３
７
０
０
円
程
度
、
社
会
保

険
・
通
勤
手
当
有
り
▼
申
込
み
／
３
月
11

日（
金
）ま
で
に
、市
販
の
履
歴
書
を
郵
送

ま
た
は
持
参
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐

山
通
１
―
１
本
庁
保
険
年
金
課
1
22
―

８
３
１
２

商
品
量
目
監
視
員

▼
対
象
と
定
員
／
市
内
在
住
の
人
、４
人

▼
期
間
／
５
月
１
日
〜
来
年
２
月
28
日

▼
内
容
／
自
家
消
費
の
た
め
に
購
入
し

た
食
料
品
の
う
ち
、内
容
量
が
不
足
し
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
２
か
月
に
１
回
報
告
▼

報
酬
／
月
２
２
０
０
円
▼
申
込
み
／
３
月

11
日（
金
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
家
族
構
成
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通

１
―
１
生
活
安
全
課
1
22
―
８
３
２
０
、

5
22
―
８
２
４
３
、Ｅ
メ
ー
ルshim

insodan

@
city.shunan.yam

aguchi.jp

（
水
）
10
時
〜
16
時
、県
維
新
百
年
記
念

公
園（
山
口
市
）ほ
か
▼
競
技
種
目
／
卓

球
、テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、弓
道
、剣
道
、囲
碁
、将
棋
▼
申

込
期
限
／
３
月
18
日（
金
）

い
ず
れ
も
▼
申
込
み
／
本
庁
高
齢
障
害

課
1
22
―
８
４
６
２
、5
22
―
８
４
６
４
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。新
南
陽

1
61
―
３
０
５
８
・
5
64
―
３
０
５
０
、熊

毛
1
92
―
０
０
１
２
・
5
92
―
０
１
８
９
、

鹿
野
1
68
―
２
３
３
２
・
5
68
―
２
４
１
２

国
民
健
康
保
険
の
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
保
健
師
か
看
護
師
の
資
格
が

あ
り
、普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
も
つ
人

▼
定
員
／
１
人
▼
内
容
／
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
健
康
に
関
す
る
訪
問
指

導
及
び
調
査
▼
勤
務
／
月
17
日
勤
務
で
、

臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
制
度

市
で
は
、臨
時
職
員
、パ
ー
ト
職
員
を
希

望
す
る
人
の
登
録
制
度
を
始
め
ま
し
た
。採

用
は
、登
録
者
か
ら
必
要
に
応
じ
て
選
考

し
ま
す
。な
お
、現
在
履
歴
書
を
提
出
し
て

い
る
人
も
、新
た
に
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
／
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
▼

登
録
の
有
効
期
間
／
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で
▼
職
種
／
一
般
事
務
補
助
、保
育

士
、幼
稚
園
教
諭
、保
健
師
な
ど
▼
提
出

書
類
／
履
歴
書
、保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
・
保
健
師
な
ど
の
資
格
証
の
写
し
▼
申

込
み
／
随
時
、人
事
課
1
22
―
８
２
５
３

嶽
山
荘
の
宿
泊
部
門
を
廃
止

老
人
休
養
ホ
ー
ム「
嶽が
く

山ざ
ん

荘そ
う

」b

の
宿

泊
部
門
は
、利
用
者
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、３
月
31
日（
木
）で
廃
止
を
し
ま
す
。

※
休
憩
部
門
は
、、開
館
10
時
〜
閉
館
20

時
の
間
、利
用
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
福
祉
課

1
61
―
３
０
５
９

老
人
入
浴
券
の
交
付

家
に
入
浴
設
備
の
な
い
満
70
歳
以
上
の

在
宅
の
人
で
、市
民
税
所
得
割
の
課
税
年

額
が
５
万
円
未
満
の
世
帯
に
属
す
る
人

募
集
 

募 

福
祉
 

■消防訓練
春の全国火災予防運動行事

の一環として、消防本部・消防署

と消防団、県消防防災ヘリコプ

ターが、山林火災防ぎょ・救急搬

送訓練を行います。

消防車両の通行や、ヘリコプ

ターの騒音など、周辺の皆さん

に迷惑をかけますが、協力をお

願いします。

日時と場所 3月13日（日）9

時～11時45分、鹿野総合体育

館（集合）・鹿野山村広場（ヘリコ

プター離着陸）・せせらぎパーク

（放水訓練）

内容 消防車の放水訓練、ヘリ

コプターのけが人救助・搬送、救

急車のけが人搬送

問合せ 消防本部警防課122

―8762

岐陽中学校A2年　渡邊真心さん
平成16年度青少年非行防止推進周南大会の標語の部優秀賞

わたなべ ま み

万引きは 自分の心も 盗まれる
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情 報 ひ ろ ば  

入
園
・
入
学
に
備
え
、予
防
接
種
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
次
の
医
療
機
関
は
、３

月
５
日（
土
）も
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―

８
５
５
３

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

保
健

医療機関名 実施時間
石川小児科・内科 午前のみ
上田内科小児科 16時まで
おおしろ小児科 16時まで
賀屋小児科・循環器科 17時まで
かわむら小児科 午前のみ
大神診療所 午前のみ
たにむら小児科 16時30分まで
津田胃腸科内科医院 17時まで
橋本医院 17時まで
ふじわら医院 午前のみ

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現

在
で
、軽
自
動
車
や
バ
イ
ク（
原
動
機
付

自
転
車
）な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。「
廃
車
・
売
却
・
譲
渡
」

な
ど
を
し
て
、廃
車
や
名
義
変
更
の
届

け
出
を
ま
だ
し
て
い
な
い
人
は
、３
月
末

ま
で
に
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。手
続
き
を
し
な
い
場
合
、平
成
17
年

度
の
軽
自
動
車
税
が
引
き
続
き
課
税

さ
れ
ま
す
。
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
す
る

人
も
、住
所
変
更
や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

な
ど
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
お
早
め
に

※
本
市
が
ナ
ン
バ
ー
を
発
行
し
た
原
動

機
付
自
転
車
で
、盗
難
な
ど
の
た
め

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
し
、廃
車

手
続
が
で
き
な
い
人
は
、印
鑑
を
持

参
し
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き

●
原
動
機
付
自
転
車（
１
２

５
'
以
下
）、小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕

用
な
ど
）…
本
庁
税
務
課
1
22
―
８
２

７
１
、ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。

新
南
陽
1
61
―
３
０
３
２
、熊
毛
1
92

―
０
０
０
９
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

●
軽
二
輪
…
県
軽
自
動
車
協
会（
山

口
市
）1
０
８
３
―
９
２
２
―
８
８
７
７

●
二
輪
の
小
型
自
動
車
…
山
口
運
輸

支
局（
山
口
市
）1
０
８
３
―
９
２
２
―

５
３
３
５
●
四
輪
軽
自
動
車
…
軽
自

動
車
検
査
協
会
山
口
事
務
所（
山
口

市
）1
０
８
３
―
９
２
４
―
０
５
４
２

日
以
内
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
・
月
額
７

万
６
７
０
０
円
程
度
、社
会
保
険
無
し
▼

選
考
／
作
文
と
面
接
▼
申
込
み
／
３
月

18
日（
金
）ま
で
に
、市
販
の
履
歴
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５

岐
山
通
１
―
１
人
権
推
進
課
1
22
―
８

４
５
６

新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

嘱
託
職
員

▼
対
象
／
市
内
在
住
で
、65
歳
未
満
の
人

▼
定
員
／
１
人
▼
内
容
／
管
理
運
営
補

助
▼
勤
務
／
月
13
日
勤
務
で
、16
時
30
分

〜
22
時（
土
・
日
曜
日
の
勤
務
有
り
）▼
報

酬
な
ど
／
月
額
７
万
７
８
０
０
円
程
度
、

社
会
保
険
無
し
▼
雇
用
期
間
／
４
月
１

日
〜
来
年
３
月
31
日
▼
選
考
／
面
接
、作

文
▼
申
込
み
／
３
月
13
日（
日
）ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
で
、

〒
７
４
６
―
０
０
４
２
福
川
南
町
２
―
１

新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
63
―
５
０

０
０

消
費
生
活
相
談
員

▼
対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
も
つ

65
歳
未
満
の
人
●
消
費
生
活
専
門
相
談

員
●
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
▼
定
員
／
１
人
▼
内

容
／
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
の
受
け

付
け
、ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
相
談
業
務
▼
勤

務
／
月
10
日
勤
務
で
、８
時
30
分
〜
17
時

給
食
配
送
車
運
転
業
務
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
大
型
一
種
以
上
運
転
免
許
を

も
ち
、４
月
１
日
現
在
で
65
歳
未
満
の
心

身
と
も
に
健
康
な
人
▼
定
員
／
徳
山
東
・

徳
山
西
・
新
南
陽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

各
１
人
程
度
▼
雇
用
期
間
／
４
月
１
日

〜
来
年
３
月
31
日
▼
勤
務
／
月
17
日
程

度
▽
徳
山
東
・
西
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
…

８
時
15
分
〜
17
時
▽
新
南
陽
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
…
10
時
〜
15
時
▼
報
酬
な
ど
／

▽
徳
山
東
・
西
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
…
月

額
12
万
１
１
０
０
円
程
度
、社
会
保
険
有

り
▽
新
南
陽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
…
月
額

８
万
４
２
０
０
円
程
度
、社
会
保
険
無
し
、

交
通
費
別
途
支
給
▼
申
込
み
／
３
月
10

日（
木
）ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参
で
、〒
７
４
５
―
０
８
０
５
櫛
ヶ
浜
４

６
３
―
３
学
校
給
食
課
1
25
―
０
０
１
０

東
福
祉
館
と
川
崎
会
館
の
指
導
員

▼
対
象
／
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
も

つ
人
、ま
た
は
社
会
福
祉
事
業
に
２
年
以

上
従
事
し
た
人
。
も
し
く
は
、隣
保
館
の

運
営
に
関
し
、こ
れ
ら
と
同
等
の
能
力
を

持
つ
人
で
、熱
意
の
あ
る
人
▼
定
員
／
２
人

▼
内
容
／
各
種
相
談
や
人
権
啓
発
業
務

な
ど
▼
勤
務
場
所
・
勤
務
・
報
酬
な
ど
／

▽
東
福
祉
館
…
月
17
日
以
内
８
時
30
分

〜
17
時
15
分
・
月
額
11
万
８
５
０
０
円
程

度
、社
会
保
険
有
り
▽
川
崎
会
館
…
月
11

３
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）は

■3月5日の予防接種
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に
こ
に
こ
歯
磨
き
学
級

▼
対
象
と
定
員
／
２
歳
６
か
月
以
上
４

歳
未
満
の
幼
児
と
そ
の
親
で
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
人
、10
組（
申
込
順
）▼
日
時
と

場
所
／
3
月
23
日（
水
）
10
時
〜
、徳
山

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
栄
養
士
、歯
科

衛
生
士
に
よ
る
虫
歯
予
防
の
話
と
歯
の
磨

き
方
な
ど
▼
持
参
物
／
母
子
健
康
手
帳
、

タ
オ
ル
、歯
ブ
ラ
シ
▼
申
込
み
／
３
月
７
日

（
月
）か
ら
、本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―
８

５
５
３

糖
尿
病
予
防
相
談
会

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
28
日（
月
）９
時

〜
11
時
、
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
申
込

み
／
電
話
で
、本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―

８
５
５
３

熊
毛
地
域
３
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
の
人
▼
期
日
と
内

容
／
▽
３
月
７
日（
月
）、一
般
・
行
政
相

談
▽
14
日（
月
）、一
般
・
人
権
・
職
業
相
談

▽
22
日（
火
）、一
般
・
交
通
相
談
▽
28
日

（
月
）、一
般
相
談
▼
時
間
／
10
時
〜
15
時

15
分
▼
勤
務
場
所
／
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ーa

▼
報
酬
な
ど
／
月
額
８
万
２
０
０
０

円
程
度
、雇
用
保
険
有
り
▼
雇
用
期
間
／

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日
▼
選
考
／

面
接
▼
申
込
み
／
３
月
11
日（
金
）ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
で
、

〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８
３
２
１

ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン

親
子
体
操
講
座

▼
対
象
／
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど

で
の
体
操
指
導
に
関
心
が
あ
る
人
▼
日

時
と
場
所
／
３
月
25
日（
金
）・
28
日（
月
）

10
時
〜
11
時
30
分
、徳
山
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
※
１
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
参
加
料
／
無
料
▼
持
参
物
／
タ
オ
ル
、

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
▼
申
込
み
／
３
月
18
日

（
金
）ま
で
に
、電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

徳
山
支
部
1
22
―
８
１
８
１

鹿
野
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
く
ら
ぶ
」

▼
期
日
／
３
月
４
日（
金
）・
11
日（
金
）・

15
日（
火
）・
22
日（
火
）▼
時
間
と
場
所
／

10
時
〜
11
時
30
分
、鹿
野
保
育
園
※
11
日

は
、こ
ど
も
す
く
す
く
セ
ン
タ
ーd

。▼
問

合
せ
／
鹿
野
保
育
園
1
68
―
３
３
４
４

講座 4月～来年3月の
市民文化教室

申込み 3月15日（火）までに、往復はがきで、希

望教室名・会場・住所・氏名・電話番号（返信に自分

の宛名）を、〒745―0004毛利町2―2教育委員

会内周南文化協会事務局122―8622

教室名/定員 開催日/時間 会場/会費
南画 第2・4水曜日 市民館A
25人 18：00～20：00 月2,000円
日本画 第1・3金曜日 徳山勤労福祉センター
15人 18：00～20：00 月2,000円
書道（漢字） 第2・4月曜日 市民館
20人 18：00～20：00 月3,000円
書道（仮名） 第1・3金曜日 市民館
20人 14：00～16：00 月3,000円
実用書道 第1・3水曜日 市民館
20人 18：00～20：00 月3,000円
篆刻（てんこく） 第1・3月曜日 市民館
10人 14：00～16：00 月3,000円
書道（漢字） 第2・4土曜日 新南陽公民館
20人 13：30～15：30 月3,000円
実用書道 第2・4火曜日 新南陽公民館
20人 9：30～11：30 月3,000円

※定員は申込順で、受講の可否は3月下旬に通知。

※
14
日
の
職
業
相
談
は
午
前
の
み
。▼
場

所
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
▼
問

合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1

92
―
０
０
２
７

行
政
相
談

国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
、意
見
、要
望
な

ど
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
17
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
1
61
―
３
０
９
８

新
南
陽
地
域
３
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と

場
所
／
▽
３
月
８
日（
火
）10
時
〜
15
時
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ーb

▽
15
日（
火
）９
時

〜
12
時
、和
田
公
民
館b

▼
問
合
せ
／
人

権
推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

子
ど
も
と
大
人
の
井
戸
端
会
議

中
学
生
と
大
人
が
、日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
や
思
い
を
話
す
公
開
座
談
会
で
す
。

中
学
生
の
思
い
を
一
緒
に
聞
き
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
３
月
12
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分
、

新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
料
／

無
料
※
当
日
の
受
け
付
け
可
。▼
申
込

み
／
企
画
調
整
課
元
気
こ
ど
も
室
1
22

―
８
３
３
１
、5
22
―
８
４
７
５
、Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.shunan.yam

aguchi.jp

子
育
て
 

催
し
 

相
談
 

保
健
 

３月の納付
●国民健康保険料 10期
●介護保険料　　 10期

［介護保険料の納付］介護保険料の滞納が続くと、社会保険庁や金融機

関などへの財産調査や、差し押さえなどの滞納処分を行うことがあります。事

情により納付できないときは、納付計画を立てた上で、必ず連絡してください。

問合せ／介護保険課122―8467



郷
土
美
術
資
料
館
の

個
展
・
グ
ル
ー
プ
展

三み

宅や
け

司し

郎ろ
う

絵
画
展

▼
期
間
／
３
月
３

日（
木
）〜
13
日（
日
）

川か
わ

口ぐ
ち

幸さ
ち

子こ

写
真
展

▼
期
間
／
３
月
16

日（
水
）〜
25
日（
金
）

い
ず
れ
も

▼
場
所
／
郷
土
美
術
資
料
館

▼
開
館
時
間
／
９
時
〜
17
時（
入
館
は
16

時
30
分
ま
で
）▼
観
覧
料
／
無
料
※
矢や

儀ぎ

浩ひ
ろ

嗣し

絵
画
展
、尾お

崎さ
き

正ま
さ

章あ
き

常
設
展（
一
般

２
０
０
円
、大
学
・
高
専
生
１
０
０
円
、高
校

生
以
下
無
料
）も
開
催
中
。▼
問
合
せ
／

郷
土
美
術
資
料
館b

1
62
―
３
１
１
９

ゆ
め
風
車
通
り
ス
ケ
ッ
チ
大
会

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
４
月
２
日（
土
）10
時
〜
14
時
、ゆ
め

風
車
通
りb

（
県
道
新
南
陽
日
原
線
の
土

井
橋
〜
政
所
郵
便
局
）※
雨
天
の
場
合
３

日（
日
）に
開
催
。▼
定
員
／
１
０
０
人
▼

参
加
費
／
５
０
０
円（
軽
食
・
保
険
代
な

ど
）▼
申
込
み
／
３
月
26
日（
土
）ま
で
に
、

ま
ん
ど
こ
ろ
来
て
み
ん
祭
実
行
委
員
会
吉よ
し

鶴つ
る

さ
んb

1
63
―
２
０
１
９
、5
63
―
４

７
７
５
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所

都
市
整
備
課
1
61
―
３
０
６
９

新
南
陽
公
民
館
「
や
よ
い
ま
つ
り
」

作
品
展
示

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
12

日（
土
）・
13
日（
日
）９
時
〜
16
時（
13
日
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こ
の
時
期
、多
く
な
る
相
談
の
１
つ

が
、ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
借
契
約
に

関
す
る
相
談
で
す
。

賃
貸
借
契
約
が
終
了
す
れ
ば
、借
り

主
は
建
物
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。こ
の
と
き
、借
り
主
は
建
物
を

元
の
状
態
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
こ
と
を
「
原
状
回
復
の
義
務
」
と

い
い
ま
す
。

最
近
、退
去
後
の
「
原
状
回
復
」
に

多
額
の
費
用
が
か
か
っ
た
と
し
て
、借
り

主
に
過
大
な
費
用
負
担
を
求
め
る
紛

争
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
は
、ま
ず
、契
約
前
に
、重
要
事
項
説

明
書
の
内
容
を
良
く
読
み
、周
辺
環
境

な
ど
を
調
査
・
確
認
し
、納
得
の
上
で

契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、入
居
時
に
は
、貸
し
主
や
管

理
会
社
の
立
ち
会
い
の
上
で
、住
居
内

の
状
況
を
確
認
し
た
り
、写
真（
日
付

入
り
）を
撮
る
な
ど
し
て
、記
録
を
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

退
去
す
る
時
に
な
っ
て「
知
ら
な
か
っ

た
」「
聞
い
て
い
な
か
っ
た
」
で
は
、す
ま

さ
れ
な
い
場
合
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

何
か
と
慌
た
だ
し
い
こ
の
時
期
で
す

が
、退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

め
に
も
、一
つ
ひ
と
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
22
―
８
３
２
１

契
約
時
に
は
、書
類
の
内
容
を
し
っ
か
り
読
み
、部
屋
な
ど
の
状
況
を
貸
し
主

か
管
理
会
社
の
立
ち
会
い
の
上
で
、記
録
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

消
費
生
活 

の
知
恵 

ア
パ
ー
ト
を
借
り

る
と
き
、気
を
付
け
る
こ
と

シリーズ 8

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

は
14
時
ま
で
）、新
南
陽
公
民
館

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
と
場
所
／

３
月
13
日（
日
）
10
時
〜
15
時
、社
会
文

化
ホ
ー
ルb

※
抽
選
会
は
、15
時
ご
ろ
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど

▼
日
時
と
場
所
／
３
月

13
日（
日
）
10
時
〜
14
時
、新
南
陽
公
民

館
周
辺
▼
内
容
／
家
族
で
楽
し
む
手
作

り
コ
ー
ナ
ー
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど

問
合
せ

新
南
陽
公
民
館
内
や
よ
い
ま
つ

り
実
行
委
員
会
1
63
―
１
１
８
８

少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
指
導
者
講
座

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
12
日（
土
）10
時

〜
16
時
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーa

▼
講

師
と
内
容
／
▽
佐さ

野の

村む
ら

学
ま
な
ぶ
さ
ん（
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
）、テ
ー
ピ
ン
グ
講
座

（
足
の
テ
ー
ピ
ン
グ
）▽
和わ

田だ

實
み
の
る
さ
ん（
徳
山

高
専
教
授
）、少
年
期
に
お
け
る
運
動
特

性
に
つ
い
て
▽
香こ
う

田だ

和か
ず

宏ひ
ろ

さ
ん（
医
師
）、少

年
期
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
原
因
と
予
防
に

つ
い
て
▼
定
員
／
40
人（
申
込
順
）▼
受
講

料
／
５
０
０
円（
テ
ー
ピ
ン
グ
代
）▼
申
し

込
み
／
３
月
３
日（
木
）か
ら
、住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
、は
が
き
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１

岐
山
通
１
―
４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1
22

―
８
６
９
０
、5
22
―
８
８
１
６
、Ｅ
メ
ー

ルchuo-ko@
city.shunan.yam

aguchi.jp

講
座
・
講
演
 



市
民
か
ら
の
疑
問
や
意

見
に
対
し
て
答
え
て
も
ら

え
る
コ
ー
ナ
ー
を
、広
報
に

設
け
て
ほ
し
い
。

こ
の
「
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
は
、広
報
毎
月
１
日
号

で
実
施
し
て
い
る
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」
の
回
答

と
併
せ
て
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
、市
政
や
広
報

の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
の
中
か
ら
、広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
も
の
を
、紹

介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、個
別
に
お
答
え
し
た
方
が
良
い
も
の
は
、

関
係
各
課
か
ら
、
直

接
お
答
え
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。ク
イ

ズ
に
応
募
さ
れ
る
際

は
、必
ず
意
見
な
ど

を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ

広
報
広
聴

課
1
21
―
８
２
３
２

1

【火災件数】6件（前月比+2 ）

コンセントにたまったホコリや湿気は、発火して火災の原因になります。気を付けてください。

【交通事故件数】●死亡事故76人●傷者数91人●死者数1人

これからの時期は、薄暮時の交通事故が増加します。早めのライト点灯を、心がけましょう。

「私たちが輝く元気発信都市へ」
（3月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分
■岐北テレビでもご覧になれます。

【人口】157,077人（前月比－87）

［男］75,546人（前月比－46）［女］81,531人（前月比－41）
●出生124人 ●死亡180人　●転入292人　●転出323人

【世帯】65,327世帯（前月比－17）

平成17年2月1日現在

平成17年1月の発生件数

■徳山少年少女合唱団の団員募集
［対象］周南地域の小・中学生
［練習場所］文化会館A
［問合せ］石川さんA1・588―2633

■フォークダンス初心者コース
［対象］おおむね60歳までの女性
［期間と場所］4月13日（水）から1年間、毎
週水曜日、徳山勤労福祉センター
［時間］9時30分～11時30分
［参加料］月500円
［申込み］4月6日（水）までに岩政さん
A163―5380

■下松工業高校定時制聴講生募集
機械科専門教科の授業を1年間受講でき

ます。
［募集期間］3月16日（水）～24日（木）
［募集人員］若干名
［問合せ］下松工業高等学校定時制10833
―41―1430

■サークルゆりかご
サークルゆりかごは、0歳から4歳児とその
保護者を対象に活動をしています。3月は、親
子ふれあい体操を実施します。
［日時と場所］3月12日（土）10時～11時30
分、徳山保健センター
［問合せ］母子保健推進員山本さんA131
―8451

■鹿野町商工会の講演会
［対象］どなたでも
［日時と場所］3月22日（火）19時～、鹿野
公民館
［講師］桝

ます

井
い

論
ろん

平
ぺい

さん（元アナウンサー）
［演題］人と楽しく付き合う話し方のコツ
［入場料］無料
［問合せ］鹿野町商工会168―2259

■市民・近郷川柳大会
［日時と場所］3月26日（土）10時～16時、
（出句締切11時30分）新南陽ふれあいセン
ター
［課題］内緒、気合い、ごそごそ、衿

えり

、頼る、か
ぶれる、（特別課題）クール
［参加料］2,000円（大会誌・昼食代を含む）
［問合せ］富田番茶川柳会B近藤さん162
―2394

■小原流徳山支部特別講習会「響・
花絵巻」

［日時と場所］3月27日（日）13時～、文化
会館A
［講師］難

なん

波
ば

佳
か

代
よ

子
こ

さん（小原流研究院副
院長）
［入場料］2,000円
［問合せ］小原流徳山支部木村さん121―
6321

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

「
世
界
に
誇
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
都

市
・
周
南
」
を
目
指
し
た
計
画
は
何
で
し

ょ
う
。

q
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
建
設
計
画

w
周
南
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

e
ご
み
減
量
大
作
戦
計
画

応
募
方
法

３
月
14
日（
月
）必
着
で
、

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
、市
政
や
広

報
の
記
事
に
対
し
て
の
意

見
・
感
想
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
書
い

て
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５

岐
山
通
１
―
１
周
南
市
広

報
広
聴
課
「
ク
イ
ズ
係
」へ
。

前
回
の
答
え

w
行
政
改
革
大
綱

応
募
総
数
88
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

人
が
当
選
し
ま
し
た
。
林
靖
子
さ
ん
、西

田
佳
恵
さ
ん
、佐
藤
知
美
さ
ん
、河
崎
政

枝
さ
ん
、原
口
朝
香
さ
ん

●編集後記●
私たちが生活していると必

ず出てくるごみ。ゼロにするの
は無理ですが、毎日の心がけ
と努力で、確実に減らすことが
できます。生ごみの水切りや
正しいごみの分別、買い物袋
の持参など、一人ひとりの小さ
な取り組みが市全体のごみの
減量化につながります。ご協
力ください。

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書
カー
ドを

プレ
ゼン
ト

お便り



山口県周南市花畠町10番16号  TEL 0834-22-8880
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/hp/bihaku/

　「日本の画家」は、林忠彦が画家
たちの都合に合わせながら、順序
も序列もなく撮りそのままの順に並
べた、いうなれば林の画家歴訪の
記録であり、日記集です。画家の
作家活動のリアリティの中に飛び込
み制作された作品からは、その画
家の風貌や暮らしを、直接会った
かのように感じることができます。 

岡本太郎 

3月4日（金）～21日（月・休) 
9：30～17：00（入館16：30まで） 

周南市美術博物館 

第14回林忠彦賞は3月上旬に発表します。　 
林忠彦賞ホームページ　 
http://www4.ocn.ne.jp/ ãmaprize/

第14回林忠彦賞記念・林忠彦オリジナルプリント展 

■平成17年度  美術博物館プログラム■ 

● やなせたかしの世界展 ２００５.６/１７(金)～８/７(日)

● 現代美術のＡＢＣ 
　～アートはあなたのそばにある～　 
　２００５.１１/２６(土)～２００６.１/１５(日)

● 開館10周年記念 宮崎進 展  
　　２００５.８/１２(金)～９/２５(日) 

◆都合により会期、内容等が変更になる 
　場合があります。ご了承ください。 

プラハ交響楽団 
「ヨーロッパ屈指の音楽都市」チェコ
の首都プラハが誇る名門オーケストラ。
チェコ・フィル、プラハ放送響と並ぶ
三大オーケストラの一つ。 

0834-22-8787周南市文化振興財団よりお知らせ 

6/26（日）14：00 周南市文化会館 
Ｓ席7,500円　Ａ席6,500円　Ｂ席5,500円　Ｃ席4,500円　学生（小中高生）2,000円  
※文化振興財団会員は500円割引 

第15回西京コンサート 

◎文化振興財団会員発売 ３／１３（日）  ◎一般発売 ３／２０（日） 日本画、南画、油彩画、水彩画、 
版画、書、写真、陶芸 など 

あなたのご家庭や職場に 
  絵画などを飾ってみませんか？ 

〈 周南市文化振興財団　絵画等貸出事業 〉 

利用できる方 

（１）周南市に在住する１８歳以上の方 
（２）周南市内の公共機関、事業所、店舗など 
（３）周南市文化振興財団会員 
※利用料金は無料です 

貸出作品（３８名７３点）を一堂に展示した展覧会を開催し、 
貸出の予約も受付します 

周南市文化会館　３階展示室２　入場無料 
３月１８日（金）～２１日（月・休） ９：００～１７：００ 

絵画等貸出作品展  

「モルダウ」と「皇帝」と「新世界」。 ヨーロッパの名門オーケストラが贈る名曲の数 ！々 

プラハ交響楽団 プラハ交響楽団 プラハ交響楽団 

【プログラム】 
スメタナ：『モルダウ』（連作交響詩『わが祖国』より）～全６曲からなる連作交響詩「わ
が祖国」のうち第２曲目のこの「モルダウ」は、大河モルダウがボヘミアの森と野を流
れプラハに入る姿を風物をまじえて描いたいわば“音の絵画”。親しみやすい旋律で、
スメタナの代表的名作であり、チェコ国民音楽の記念碑的作品。 

ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第５番『皇帝』～ベートーヴェンの創作の絶頂期に書か
れた巨大で力強い作品。曲のニックネーム「皇帝」というのはベートーヴェンの命名で
はないのですが、この曲の堂々たる性格を的確に表現しているといえるでしょう。 

ドヴォルザーク：交響曲第９番『新世界より』～日本におけるオーケストラの演奏会で
の演奏回数も多く、何度でも聴きたい人気曲の一つ。晩年ドヴォルザークのアメリカ滞
在中の作品第一号で、見知らぬ国から故郷を思う切々とした郷愁の念にあふれた最高
傑作。第２楽章でイングリッシュホルンによって奏される主題はのちに歌詞がつけられ
「家路」（キャンプファイヤーなどでよく歌われた「遠き山に日は落ちて」）として有名。 

指揮指揮：首席指揮者首席指揮者 
ペトル・アルトリフテル 
指揮：首席指揮者 
ペトル・アルトリフテル 

ピアノ・仲道郁代～ 
卓越したテクニック、たおやかな詩情。
日本はもとより、海外からの評価も高
いピアニスト。世界の一流指揮者や演
奏家と次々に共演している実力派。
桐朋学園大１年の時日本音楽コンクー
ル第１位および増沢賞受賞で注目を
集める。数々の国内外での受賞を経て、
国際的に活躍中。 

芸術の都チェコの名門オーケストラ一行110名による待望の名曲コンサート 

周南市文化会館　０８３４－２２－８７８７ お問合せ 

周南市文化会館　０８３４－２２－８７８７ お問合せ 周南市文化会館　０８３４－２２－８７８７ お問合せ 

5/3（火・祝） ［開演］ １回目１３：３０／２回目１５：５０（約７０分） 

周南市文化会館  全席指定 １，５００円（　　　　　　　  ） 
※財団会員割引はありません。 

２歳以下で保護者の膝上でご覧に 
なられるお子様は無料です 

入場無料 

　チェコといえばヨーロッパはもちろん世界でも屈指の芸術の都。その首都、伝統の音楽都市プラハより“プラハ交響楽団”がやってきます。プログ
ラムはチェコが生んだ大作曲家スメタナとドヴォルザークの代表作。指揮は当楽団の首席でチェコの名指揮者。日本でもなじみの深い曲ですが、今
回は“本物の”「モルダウ」「新世界」が聴けることはまちがいなし。彼らの作品に宿る“ボヘミア魂”が生き生きと甦ることでしょう。 
　人気・実力ともにトップのピアニスト仲道郁代による、評価の高いベートーヴェン作品
の中から協奏曲の演奏も楽しみです。 
　周南市文化振興財団と西京銀行、西京教育文化振興財団が一流の演奏をお求
めやすい価格でお届けしている西京コンサートに今年もご期待ください。 

◎文化振興財団会員発売３／６（日）　 
　　　　※取扱いは文化会館のみ 
◎一般発売３／１３（日） 
　　　　【プレイガイド】文化会館、近鉄松下、演奏堂 ほか 
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